
意味での無料ではない、ということ
です。ゴミの分野についても、受益
者負担の原則を大きく取り入れるこ
とで、全体としての効率化とゴミの
減量に役立てる、ということが市側
の考えだと思います。
（事務局）
川崎のゴミ行政は先進的な事例とし
てよく紹介されています。家庭ゴミ
についても有料化や収集回数の減少
が行われるのでしょうか。
（堀添）
それらについては未定ですが、部分
部分ではなく、全体としてのゴミ行
政のあり方について腰をすえた議論
が必要な時期にきていると思います。
（事務局）
どうもありがとうございました。

（事務局）
９月２日から１０月７日まで、３６
日間の会期で９月定例議会が開催さ
れています。この議会のポイントは
どんなところにあるのですか？
（堀添）
この９月議会には２つのポイントが
あると思います。毎年９月議会では、
会期中に企業会計に関する決算審査
特別委員会が開催されます。川崎市
では、上下水道や交通、病院等の企
業会計がありますので、これらの平
成１４年度決算の審査を行います。
これがポイントの１つです。もう１
つは、ゴミに関する条例の制定が予
定されており、これについてはかな
り踏み込んだ議論が行われるのでは
ないかと思います。
（事務局）
「ゴミに関する条例」とはどのよう
なものですか？
（堀添）
大きく３つの項目があります。まず
第１に、事業系ゴミの収集を市は行
わなくなります。第２に、粗大ゴミ
の収集が有料化されます。第３に、
臨時仮設トイレのし尿処理が有料化
されます。
（事務局）
住民や事業者にとって負担増になる
ように思いますが、各々の内容につ
いてもう少し詳しくお話しください。
（堀添）
はい。現在、事業系ゴミの収集に関
しては、毎日排出量が３０Ｋｇ以下
の小規模事業者については市が収集
を行っています。１０Ｋｇ以下の場
合は無料、それ以上の場合は有料で
収集しており、約４万件の事業者が
対象となっています。ただ、その内
訳をみますと、全体の９割、３万７
千件の小規模事業者については１０
Ｋｇ以下ということで、ほとんどが
無料収集対象者となっています。

高津発

日本改革日本改革！！

ほりぞえ健ニュース
２００３年１０月号 No.５

民主党 ほりぞえ健事務所

（１）ほりぞえ健ニュース ２００３年１０月号

ゴミ行政と９月定例議会 ～事務局インタビュー～
川崎市議会議員 ほりぞえ健

●1963（昭和38）年２月６日、高津区に
生まれ、高津小学校出身。桐朋中学、
高校を経て東京工業大学を卒業。

●東京都三鷹市で９年間、地域情報化や
プライバシー保護等に従事。

●セブンーイレブン本部での情報システ
ム構築をはじめ、ITを活用したシステ
ムづくりに従事。

●2003年４月、川崎市議会議員に初当選。
●民主党神奈川県第18区総支部副幹事長
●経済産業省 システム監査技術者
●妻と長女（中学１年）の３人家族

（事務局）
市が収集を行わなくなる、というこ
とは、小規模事業者は各々がゴミ収
集業者と契約をしなければならない、
ということでしょうか。
（堀添）
はい。新制度は来年４月から施行さ
れる予定ですので、順次切替を行っ
ていただかなければなりません。
（事務局）
厳しい経済状況の中、小規模事業者
にとっては新たな支出増になるので
すから、慎重に進める必要があるの
ではないでしょうか。
（堀添）
そうですね。ただ、こうした改革を
進める背景についても理解をしなけ
ればならないと思います。
川崎市の運営は当然川崎市民から集
められた税金で行われています。限
られた税収財源をどの行政サービス
に振り向けていくのか、まさにこれ
が問われているのだと思います。小
規模事業系ゴミは、現在４８台の清
掃車によって収集されており、２５
億円超の税金があてられています。
今までどおり市が収集を実施してい
くのか、あるいはこれを民間事業者
に切り替えることで新たに生まれる
２５億円の税源を、他の分野に振り
向けていくのか、この選択が求めら
れています。
粗大ゴミの収集有料化についても同
様のことがいえます。市の原案では、
粗大ゴミの大きさにより、２００円、
５００円、１０００円の３段階の料
金体系となります。現在は１００Ｋ
ｇ以下は「無料」ですので、新たな
負担増となります。ただし、やはり
留意する必要があるのは、現在「無
料」というのは、ゴミを出す方から
は徴収しない、ということであって、
必要な費用は税金の形で私たち住民
が支出しているのですから、本当の

〒213-0033

川崎市高津区下作延266  エスビル4階

（溝の口駅徒歩２分 高津区役所隣り）

電話 044-855-1479 FAX 044-855-1489
http://www.horizoe.com

E-mail: horiken@horizoe.com
！！



（２）ほりぞえ健ニュース ２００３年１０月号

日 曜 本会議 委員会等 摘　　　　　　要

9月2日 火 本会議（第1日）
開会、諸報告、会議録署名議員の指名、会期の決定、常任委員会の所
属変更、議案の説明、分割議案に対する自席質疑、付託、散会

3 水 　委員会
(審査中の請願・陳情にかかわる質問の通告締切日　午後３時）
　　　　　　　　　　　　　　　　（第1回請願・陳情締切日　午後５時）

5 金 　　　　　　　　　　　　 　　（代表質問発言通告締切日　午後３時）
9 火 　　 　 　　　　　（分割議案に対する討論発言通告締切日　午後３時）

10 水 　　 議会運営委員会
11 木 本会議（第2日） 再開、代表質問（自民党、民主・市民連合）、延会

12 金 本会議（第3日） 正副委員長会議
再開、代表質問（公明党、共産党、神奈川ネット　），委員会付託、決算
審査特別委員会設置、決算議案付託、請願・陳情の付託、分割議案に
対する委員長報告、討論、採択、散会

16 火 決算審査特別委員会 正副委員長互選、決算議案説明
17 水 　　 決算審査特別委員会 書類審査（水道・工業用水道）
18 木 　　　 決算審査特別委員会 書類審査（下水道・自動車，高速鉄道）

決算審査特別委員会 書類審査 （病院）
（決算審査特別委員会発言通告締切日　午後３時）

22 月 決算審査特別委員会 審査
24 水 決算審査特別委員会 審査，採決
25 木 委員会
26 金 　　 委員会 　　　　　　　　　　　　　　（一般質問発言通告締切日　午後３時）
29 月 　　　　　　　　　　　　　　　　　（討論発言通告締切日　午後３時）
30 火 議会運営委員会 追加議案(人事案件）

10月1日 水 本会議（第4日） 再開、委員長報告、討論、採決、人事案件に対する議事、その他、散会
2 木 本会議（第5日） 再開、一般質問、延会
3 金 本会議（第6日） 再開、一般質問、延会　（第2回請願・陳情締切日　　午後5時）
6 月 本会議（第7日） 再開、一般質問、延会
7 火 本会議（第8日） 正副委員長会議 再開、一般質問、請願・陳情の付託、閉会

19 金 　　　　　

4 木 　　

２００３年２００３年 第４回定例会（９月議会）第４回定例会（９月議会）

堀添健の一口メモ 戦争と平和を考える ～戦没者追悼式に参加して

去る８月１５日、雨の中開催された第３９回川崎市戦没者追悼式に出席しました。式には遺族の方々を中心に
１２０名が出席され、黙祷の後に阿部孝夫市長、坂本茂市議会議長、久保倉治男遺族連合会会長のご挨拶があり、
参列者一人一人が献花を行いました。日本の敗戦から５８年もの年月が経過したにもかかわらず、毎年毎年多く
の方々が参加され、戦没・戦災者をしのんでいる、ということの重みを私たちもきちんと認識しなければならな
いとあらためて強く感じました。
冷戦が終結し、国際社会の中で求められる日本の役割も大きく変わってきました。世界がより民主的な社会に

なるために、日本に住む私たちも積極的に貢献していくことが、日本国憲法に込められた先人たちの思いでもあ
ると思います。しかし、仮に私たちが軍事的役割を担った場合、新たな戦没・戦災者を生み出し、新たな遺族を
生み出し、その遺族は数十年にわたって戦没・戦災者をしのぶであろうこと、これらの重みを私たちは決して忘
れてはならないと思います。ナチス・ドイツの例を思い出すまでもなく、平和に対する脅威、人権に対する脅威
に対しては全力で立ち向かっていかなければならないということは、人類が多くの血を流す中で学んできたこと
です。だからこそ、軍事的貢献を果たすにあたっては、たとえその目的が正しかったとしても、にわかには受け
入れがたい犠牲を伴わざるをえないという事実を正しく認識し、慎重の上にも慎重を期することが必要ではない
でしょうか。

【主な議題】
○川崎シンフォニーホール条例の制定（議案）
○川崎市廃棄物の処理及び再生利用等に関する条例の一部を改正する条例の制定（議案）
○平成１５年度川崎市一般会計補正予算（議案）
○平成１４年度川崎市病院事業会計決算認定（議案）
○平成１４年度川崎市下水道事業会計決算認定（議案）
○平成１４年度川崎市水道事業会計決算認定（議案）
○平成１４年度川崎市工業用水道事業会計決算認定（議案）
○平成１４年度川崎市自動車運送事業会計決算認定（議案）
○平成１４年度川崎市高速鉄道事業会計決算認定（議案）
○財団法人川崎市国際交流協会ほか２８法人の経営状況について（報告）
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第４回第４回 「川崎市政に参加する会」を開催しました！「川崎市政に参加する会」を開催しました！

去る８月３０日、第４回「川崎市政に参加する会」を開催致しました。当日は猛暑の中にもかかわらず、多
くの方々にご参加いただき、ありがとうございました。４回目は、阿部孝夫市長が最優先課題として取り組ま
れている行財政改革をテーマに実施しました。今回は、川崎市行財政の現状と行財政改革プランの経過と概要
について検討を行いました。
次回は引き続き「川崎市の行財政改革」をテーマに、具体的な進捗状況と今後の展開について検討を行いま

す。皆様のご参加をお待ちしております。（詳細は裏面の案内をご参照ください。）

※平成14年度は当初予算

Ｃ＝Ａ－Ｂ
△ 775△ 712△ 600△ 513△ 5480

収支不足額

2,5382,3812,2632,0862,0021,819その他経費

8698688678691,014866投資的経費

1,2251,4841,3551,017877618公債費

969909851796747682扶助費

1,2921,2451,2171,2491,2841,288人件費

3,4863,6383,4233,0622,9082,588義務的経費

6,8936,8876,5536,0175,9245,273歳出合計 Ｂ

2,0392,0652,0232,0451,9691,964そ の 他

1,3781,4491,309876863699市 債

2,7012,6612,6212,5832,5442,610市 税

6,1186,1755,9535,5045,3765,273歳入合計 Ａ

Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16Ｈ15Ｈ14

（単位：億円）＜拡大する収支不足額～５年間で３１００億円＞

歳入構造の問題

○市税収入 ：ピーク時に対し、２４３億円の減。

○土地売却収入 ：ピーク時に対し、２０１億円の減。

○収益事業収入 ：ピーク時に対し、５３億円の減。

○財政調整基金残高：ピーク時３１１億円が４億円に減。

歳出構造の問題

○人件費の上昇

→人件費率は２３．１％（政令指定都市平均は１７．２％）

→指定都市移行時に大量採用した職員の高齢化

→保育所運営、ごみ収集・処理、道路維持補修業務等について、多くを直営方式で事業実施

→市民サービスを提供するために、国基準等よりも手厚い職員配置

○扶助費の上昇

→高齢者人口の急速な増加

→川崎市単独事業費の増加

→生活保護費の増加

→国、県の補助規定の改定による補助金削減



（４）ほりぞえ健ニュース ２００３年１０月号

第５回第５回 「川崎市政に参加する会」のご案内「川崎市政に参加する会」のご案内

私たちの住む川崎市を「安心して暮らせるまち」に
していくためには、私たちの手でもっともっと変えて
いかなければならないと思います。
一人一人の主権者の皆様とともに、新しい川崎市の

あり方について、勉強し、議論し、実行していく場と
して、「川崎市政に参加する会」を開催しています。

皆様のご参加を心よりお願い申し上げます。

第５回 ９月２０日 高津市民館

「行財政改革プランの現状と評価（２）」

第６回 １０月２５日 てくのかわさき

「川崎のゴミ行政を考える」

第７回 １１月２２日 てくのかわさき

（未 定）

日時：２００３年９月２０日（土）
午後１時半から４時まで。

場所：高津市民館
溝の口駅前マルイファミリー１２階

溝口１－６－１０ ０４４－８１２－１０９０

８
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、
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」
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催
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。
テ
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政
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ラ
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。

同
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ラ
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①
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こ
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員
の
労
働
の
効

率
化
を
求
め
る
視
点
か
ら
の
発
言
も
見
ら
れ
た
。

公
民
を
問
わ
ず
「
効
率
化
」
と
働
く
人
の
「
健
康

や
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
」
を
ど
う
両
立
さ
せ
た
ら

い
い
か
。
こ
れ
も
難
問
だ
。
毎
回
、
活
発
な
論
議

で
時
間
が
足
り
な
い
。
／
次
回
は
、
具
体
的
な
改

革
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
ゆ
）

政治資金ご寄付のお願い 「ほりぞえ健後援会」宛
郵便振替：高津郵便局 口座００２７０－１－２４１６９
銀行振替：川崎信用金庫 高津支店 普通０７９６２９４

地元から日本改革を実現するために、皆様の温かい
ご支援をお願い申し上げます。

新事務所のご案内新事務所のご案内
新しく事務所を開設致しました。溝の口駅
徒歩２分、高津区役所隣りのビルです。
ぜひお気軽にお立ち寄りください。

〒２１３－００３３

川崎市高津区下作延２６６番地

エスビル４階

電 話：０４４－８５５－１４７９

ＦＡＸ：０４４－８５５－１４８９

電子メール：horiken@horizoe.com

Ｗｅｂ：http://www.horizoe.com

国道２４６方面

東急 南口

ＪＲ 南口


